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研究成果の概要（和文）：小学校外国語活動の最も重要な目標の一つは「コミュニケーション能

力の素地をつくる」ことである。絵本を教材として利用している授業や，活用法について話題

になることも多い。教員は授業での経験からその効果について少なからず実感してはいるが，

小学校での絵本の活用実態についての詳細は調査されていない。本研究では，学習指導要領に

おける指導目標と絵本活用との整合性を検討し，教員へのアンケート調査から現在の絵本活用

の実態を明らかにする。そして児童の発達段階に合わせた積極的な絵本活用方法を提案する。 

 

研究成果の概要（英文）：To form the foundation of pupils’ communication abilities is one of 

the most important objectives in the elementary school English activities.  Although some 

teachers and researchers find that using English picture books is effective for pupils, its 

position in English activities has not been fully discussed.  Under these circumstances, 

this research has attempted to reveal the actual conditions of using picture books and to 

show that using them would accord with the objectives in the government curriculum 

guidelines.  Then it makes some suggestions on the effective use of picture books. 
 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2010 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

2011 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2012 年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

  年度    

総 計 2,900,000 870,000 3,770,000 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学 外国語教育 

キーワード：早期英語教育，小学校英語教育，外国語活動，英語絵本 

 
１．研究開始当初の背景 

 2011 年度からの外国語活動必修化に際し，
活動目標や活動内容が学習指導要領によっ
て明確に示され，小学校 5,6 年生で週 1 回実
施されることになった。文部科学省作成の
『英語ノート』や『Hi, friends!』の配布によ
り，教材も統一化されたが，必修化以前は，
地域ごとに豊かな英語活動を目指して活動
の内容や教材・教具の研究を行い，それぞれ

に工夫した取り組みが繰り広げられていた。
その中の一つに，「絵本」の活用が含まれて
いた。しかしながら，活動に使用する絵本の
選本，活動頻度，活動時間，活動内容及びそ
の効果など，実際には調査されていないのが
現状であった。「絵本」を外国語活動に導入
することによる効果は少なからず論議され
ており，その活用法を具体的に研究すること
は，これからの小学校英語教育にとって有用
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と考えた。 

 

２．研究の目的 

 絵本を活用した英語活動がコミュニケー
ション力や表現力を養うのに適しているこ
とや，外国語活動の教材としても教授法とし
ても有効であることを示唆する研究は少な
からず存在する。しかしながら，その実践研
究はまだ断片的に発表されている段階であ
り，小学校英語活動における絵本活用の位置
付けや系統立った活用方法は明確にされて
いない。この点を明らかにし，絵本活用を正
しく理解し，適切な方法で活動に組み込むこ
とは，より豊かでより実りある英語活動に発
展させていくためには急務であると考える。 

 

３．研究の方法 

1. 小学校教員を対象としたアンケート調
査をもとに，絵本活用実態を明らかにし，
学習指導要領との整合性及び活用の妥当
性を明らかにする。 

2. 小学校での絵本活動の実践を通して効
果的な「絵本」の運用を検討する。 

3. 活動に相応しい良書の収集及び学年及
び活動内容に準じて類型化を図り，その運
用法を検討する。 

 

４．研究成果 
(1)小学校教員アンケート調査 

 平成 23 年 8 月から 9 月にかけて，新潟県
糸魚川市，山形県鶴岡市，石川県かほく市及
び津幡町（以後，かほく・津幡）の小学校教
員に「公立小学校外国語活動における絵本の
活用実態に関するアンケート調査」を実施。 
回答者は平成 22 年度に担任クラスを持って
いた教員である。各小学校へ調査用紙（表 1）
を配布し，239 枚の無記名による回答を受け
取った。 
 本研究ではアンケートの質問項目のうち，
III の絵本に関する質問中，①活用の有無，
②活用頻度・時間・冊数・回数，③絵本に対
する児童の興味・関心，④絵本活用の利点，
⑤絵本活用の問題点，⑥絵本を活用しなかっ
た理由，の 6 項目について検討した。 
 
①絵本活用の有無（図 1）  
 活用していると答えた小学校教員は全体
の 37%，約 3 分の 1 であった。さらに，活用
していると答えた教員を地域別にみると，糸
魚川市が 25.0%，鶴岡市が 22.7%，かほく・
津幡は 64.6%だった。絵本の活用には地域に
よって大きな差が認められた。かほく・津幡
市での活用率が高かった理由には，かほく市
の英語活動に対する長年の取り組みが関連
している。 
 
 

      表１ 調査用紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  
 
 
 
 
 
 
 

 
 図１ 絵本活用の有無 
                                  
②活用頻度・時間・冊数・回数                                 
 絵本活用教員によると，年間総授業数のう
ち 1回の絵本活用が 38.6%，2回が 25.3%で，
全体の 6 割を占める。活用時間は 45 分の授
業時間中 5 分までが 32.9%，10 分までが
50.6%で，全体の 8 割以上が，活動中 10 分以
内である。年間使用絵本数は，1 冊が 38.4%，
2 冊が 34.2%で全体の 7 割を占める。1 冊の
絵本を何回使うかに関しては，1 回が 81.4%

と最も高い。総じて，絵本を活用して活動を
行う場合，年間 1～2 回，1～2 冊を，授業の
5～10 分，単発で扱うという実態が浮かび上
がってくる。例えば，動物を扱ったレッスン
の最後に，動物の登場する絵本を選んで読み
聞かせる，といった活用が主であると思われ
る。つまり，同じ絵本を繰り返し用いて英語
表現の定着を図る，系統立ったカリキュラム
の中に組み込む，といった継続的・計画的な
活用は行われていないといえる。 

 
③絵本に対する児童の興味・関心(図 2)  
 児童の興味・関心について，5『非常にあ
る』，4『かなりある』，3『ある』をひとまと
まりとしてみると，「楽しく聞けた」は 94.3%

に上る。以下も同様に，「絵本の内容を理解
した」が 80.5%，「異文化や外国の習慣に興



味を持った」が 59.3%，また，「コミュニケ
ーションを図ろうとする態度を養った」は
49.3%である。一方，4 技能のうち，「楽しく
聞けた」が 94.3%と最も高い興味・関心を表
しているのに対し，「楽しく話せた」が 32.5%，
「単語などが読めた」が 17.9%，「単語など
を書けた」が 2.4%に留まる。大島(2011)によ
ると，絵本を使った指導法には, 1) 読み聞
かせる，2) 一緒に読む，3) ひとりで読む，
という 3 段階がある。本調査では，大部分の
絵本活用が，教員による「読み聞かせ」とい
う第 1段階に位置していることが明らかにさ
れた。これらの結果から，実際の絵本活用は，
学習指導要領の目標や指導内容に一致した
形で行われていることがうかがわれる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図２ 絵本に対する児童の興味・関心 
 
④ 絵本活用の利点 
 教員が挙げる絵本活用の利点は，「推測し
て内容を理解できる」，「親しみやすく興味や
集中力が持続する」，「繰り返しが多くリズム
や表現が身につく」，「外国の文化や習慣に親
しむことができる」等であった。最も回答が
多かったものは「推測して内容を理解でき
る」ことである。これは，佐藤他(2009)の「推
測する力を養う」との見解とも一致する。太
田(2012)は，多少わからない表現に出合って
も，意味を推測しながら聞き続けようとする
意欲や態度が小学校外国語活動に期待され
る成果であり，この「なんとなく理解できる」
力が重要であるという。絵や読み手の声の調
子等を手がかりに，話の展開を推測しながら
聞き続けることができるのは，絵本ならでは
の効力であるといえる。 
 
 ⑤絵本活用の問題点 
 活用している教員が抱える問題点は，「理
解度に個人差があり，難しいものもある」，
「指導技術に不安がある」，「大型絵本の購入
や，選本が難しい」，「活用方法や他の活動と
の繋がりが分からない」等であった。選本や

環境の整備，指導技術の習得やカリキュラム
との関連性に関する問題が挙げられている。
また，活用しなかった教員は，「必要性を感
じなかった」，「時間的余裕がなかった」，「選
本や活用の仕方がわからなかった」，「読み方
に自信がなかった」と言う。絵本に対する認
識不足，絵本の入手問題，指導技術の未習得
が主な理由であり，これらは活用教員の抱え
る問題点とも重複している。絵本の購入や指
導技術の問題等は，教員個人での解決は難し
く，学校や自治体による働きかけや対応が求
められる。また，読み方に不安のある教員は，
活動や児童の実態に合わせて選んだ絵本を
ALT との活動日に読んでもらうように準備す
ることや，事前に音声を録音させてもらうこ
とも一案である。 
 
 以上の考察から，外国語活動における「聞
く活動」，「異文化理解教育」，「コミュニケー
ション能力の育成」等の点において，絵本の
活用には効果があると考えられ，絵本活用を
妥当とする理由を次のようにまとめた。 
1）繰り返し用いても子どもが飽きないため,     
単語や表現が無理なく身につく。 
2) 日本語で説明しなくても内容から推測し
て，英語の意味を理解することができる。 
3) 英語の自然なリズムや抑揚を真似て，気
持ちのこもった英語を話すことができる。 
4）外国の文化や習慣の違いや共通点に気づ
くことができる。 
5）既習の単語や表現が複合的且つスパイラ
ル式に身につく。  
 しかし，絵本の活用を外国語活動の中に定
着させるためには，次の 3 点の検討が必要で
ある。 
1）学年や活動に合わせた選本から活用法ま
での系統立ったカリキュラムの作成 
2）小学校・自治体等による，絵本導入の共
通理解と絵本の購入及び環境整備 
3) 教員に対する絵本の指導技術研修 

 

(2)絵本活動の実践 

①実験の枠組み 

 2013 年 1 月の連続する 4 回の外国語活動
時，授業の始めの 5 分間で英語絵本の読み聞
かせをした。被験者は鳴門教育大学附属小学
校の 5 年生 112 名，6 年生 109 名であり，各
3 クラスを A 群：「読み聞かせ」，B 群：「読
み合い」，C 群：「なぞり読み」，の 3 群に分
けて実験をした。A 群の「読み聞かせ」とは，
教員が大型絵本を読み児童がそれを聞く活
動であり，B 群の「読み合い」とは，教員の
読み聞かせ中，絵本の中のある 5 ページ分の
み，教員と一緒に声を出して発話する活動で
あり，C 群の「なぞり読み」とは，児童一人
一人に小型の絵本を配り，教員の読み聞かせ
中，自分の絵本の文字の部分を指でなぞりな



がら，教員と一緒に声を出して発話する活動
であり，文字が介在した。 

 絵本は Eric Carle の “The Very Hungry 
Caterpillar”を使用した。この本を選択する
理由は，1）読んでストーリーを知っている
子どもが多く，読み聞かせの一歩を踏み出す
のに最適であること， 2)「食べ物」「曜日」
「数」「蝶の一生」など子どもがなじみやす
い題材であること，3）繰り返しの表現が多
く，平易でリズミカルな英語で構成されてい
ること，である（外山，2010）。練習に使っ
た 5 ページは以下である。 

(1 ページ目) On Monday he ate through one 

apple.  But he was still hungry. 

(2 ページ目) On Tuesday he ate through 

two pears, but he was still hungry. 

(3 ページ目) On Wednesday he ate through 

three plums, but he was still hungry. 

(4 ページ目) On Thursday he ate through 

four strawberries, but he was still hungry. 

(5 ページ目) On Friday he ate through five 

oranges, but he was still hungry. 

 

②調査 

 I. 調査用紙による英語活動・学習への意
欲・態度面の調査，II. リスニングテストに
よる語彙習得の調査を 1回目の絵本活動直前
に「事前テスト」として実施し，4 回目の絵
本活動終了から 7 日後に「事後テスト」を実
施した。III.は，スピーキングテストで，練
習した 5 ページ分の絵本を見ながら（文字あ
り）発話させ，計 60 語彙のうち発話できて
いた数を数えた。I. の調査は，1 回目の読み
聞かせ前に，教室で一斉に英語活動や絵本に
対する興味・関心度を調査紙への記入方式で
行う。質問内容は，英語や絵本への興味度，
英語塾等への通塾の有無，使用絵本を日本語
で読んだことがあるかどうか，について質問
した。「事後テスト」では上記に加えて，絵
本活動に関する質問を加えた。II. の調査は，
CD 音声によるリスニングテストを実施した。
リスニングテストで用いる語彙 10 問は 

lollipop, sun, cupcake, pickle, leaf, 

watermelon, cocoon, plum, moon, 

caterpillar であり，『Hi, friends!』に出てこ
ない語彙をバランス良く選択した。III.は，
「文字を読みなさい」と言わず，「声に出し
て言ってください」と指示した。 

 

③調査結果 

 調査結果では，「絵本を読むのは楽しかっ
た」に対して，「楽しかった」と「とても楽
しかった」は，5 年 A 群 64.8%，B 群 75.0%，
C 群 44.1%だった。6 年 A 群 67.5%, B 群
63.1%, C 群 30.5%だった。また，リスニング
テストでは，全ての群で語彙の伸び（5 年生
平均 9.39, 6 年生平均 9.55）があったが，各

群の間には有意差がなかった。一方，スピー
キングテストにおいては，5 ページ分の 60

の語彙習得に対して，5 年 A 群 34.5%, B 群
35.0%, C 群は 40.1 %であり，6 年生は, A 群
37.3%, B 群 32.9%, C 群 46.2%の正解率だっ
た。これらの結果から，読み方によるリスニ
ングテストに差は現れず，リーディングでは
「なぞり読み」群が 5，6 年生ともに正解率
が高かった。これは高学年には文字を目にし
ていることで，それが自然に読める様になる
ことを示唆しているのではないだろうか。し
かしながら，楽しさの面では，5 年生は「読
み合い」，6 年生では「読み聞かせ」が最も高
い。5 年生はコミュニケーション活動に楽し
さを感じているが，6 年生では，じっくりと
英語を聞いて鑑賞し内容を理解することに
楽しさを感じているようである。さらに，自
由記述では，「もう少し難しい本も読んでみ
たい」「一人で読んでみたい」という記述も
あり，絵本活動には肯定的であった。 

 

(3)英語絵本の類型化と運用 

 小学校外国語活動の中で，絵本を効果的に
活用するためには，選本から活用法にまで注
意を払う必要がある。以下に絵本導入の際の
注意点をまとめる。 
 
①絵本の選本： 
  絵や音声で内容が推測しやすいもの，音読
して繰り返しやリズムが心地よいものを選
ぶ。また，外国の文化や生活を扱った絵本を
用いて広い世界に目を向けるきっかけを与
える。使用絵本には既習の単語や表現を半分
ほど含むことで，児童に安心感を与え，内容
の推測，理解を容易にする。 
②絵本の提示： 
 クラス全体に見えるように，大型絵本，ま
たは書画カメラやスキャナーで取り込んで
スクリーンに映し出し，児童全員が一体とな
って絵本の世界を共有できるようにする。毎
回の活動の一部として同じ絵本を繰り返し
使うことで，自然な表現が無理なく身につく。 
③絵本の指導法： 
 最初は教員または CDによる「読み聞かせ」，
慣れてきたら全体で声に出して「読み合い」
をする。これにより，コミュニケーション活
動の一環ともなり得る。次に，グループやペ
アで，感情のこもった読み方をするように促
す。最後に，「なぞり読み」をさせ，「美しい
音声で，理解しながら気持ちを込めて読め
た」という達成感を与える。 
 
 絵本を英語活動に導入する場合，学習段階
や学習内容に合った絵本を選び，低学年では
英語の自然なリズムや表現を音声中心に「読
み聞かせ」，中学年では感情をこめて全員で
音声中心に「読み合い」，高学年では「音声・



意味・文字」を同時に提示しながら「なぞり
読み」をする。そして，小学校からのトップ
ダウン方式による無理のない文字への気づ
きの導入を経て，中学校１年生の「読む」こ
とへの抵抗を減らすことができると考える。
小学校からの継続的な絵本活用に自然と無
理なく読むことの素地を作り，中学校の英語
学習に円滑に繋げていくことが，中学生の英
語への前向きな動機付けとなることを期待
し，将来的に低学年から段階的にできる「絵
本」の指導法を提案する（畑江，2012）（表
２）。 

 
 表２ 学習段階における絵本の指導法 

学習段階  指導内容    指導目標 

低学年 

 ↓ 

読み聞かせ 音声や絵によって推測しな

がら内容を理解できる 

中学年 

 ↓ 

読み合い 内容を理解しながら感情の

こもった英語で表現できる 

高学年 

 ↓ 

なぞり読み 

 

音声・内容・文字を結びつ

けながら音読できる。 

中１ 

 

一人読み 内容を理解しながら音読・

黙読することができる。 
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